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在学生・卒業生の実行委員による
○記念植樹　○社大沿革スライド制作
○記念コンサート／現役・卒業生による公募ステージ
○記念式典　○社大70年の検証会　
○記念誌作成　○交流会
などを企画します。

創立70周年記念イベントを開催します！

■日　時

平成28年10月29日（土）12：00～16：30（学祭と同日開催）
　　　　　　　　　　　　17：00から交流会
■会　場／日本社会事業大学大講堂及び生協食堂
■イベントスケジュール
　開場・受付 ……………………………11：00
　　＊昼食は、学祭の摸擬店等をご利用ください。
　第１部　記念コンサート…………12：00
　第２部　記念式典 …………………14：45
　　　　　創立70周年記念スライドショー上映
　第３部　社大70年の検証…………15：30
　第４部　交流会 ……………………17：00　生協食堂
■記念品／参加者全員に記念品（記念
　誌、記念ペン、記念クリアファイル）
　をプレゼント！！
■申込不要・参加費無料／定員500名

【企画概要】

　日本社会事業大学は、本年11月創立70周年を迎えます。この節目を迎えるにあたり、同窓会で
は（１）卒業生・在校生が共に参加し、母校創立70周年を祝う（２）社大の70年を振り返り、社大教
育を検証するため、在校生と卒業生による「創立70周年イベント」を開催します。
　ご友人、ご家族をお誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

　　　  学生自治会　自治会長　飯山　由貴
同窓会　　　会　　長　大橋　謙策

記念イベントの同窓会事業概要です。記念イベントの同窓会事業概要です。
名称：五味百合子基金事業・日本社会事業大学創立70周
　　 年記念イベント

創作同好会制作
70周年記念イベントポスター

  お問合せ

日本社会事業大学同窓会
TEL：042-496-3053   
FAX：042-496-3051
E-mail： kouyu@jcsw.ac.jp
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70周年 記念イベント（コンサート他）70周年 記念イベント（コンサート他）

懐かしい恩師の皆様はじめ、
70年各年代の代表的な写真を
スライドショーにしました。

第２部　14：45　　記念式典
　　　　　　校歌斉唱　　　　　　マンドリン、菩提樹　　
　　　　　　開会式辞　　　　　　大橋　謙策　同窓会長　
　　　　　　記念品贈呈　　　　　学長・自治会長に
　　　　　　　　　　　　　           同窓会功労者・代表に
　　　　　　在学生挨拶　　　　　飯山　由貴　自治会長
　　　　　　学長挨拶　　　　　　大島　巌　　学長

第３部　15：30　　社大70年の検証
　　　　　　神田　均　（研７・静岡県ボランティア協会）
　　　　　　佐藤与志夫（学12・同窓会秋田県支部）
　　　　　　木村　昭一（学９・社会福祉法人はるにれの里）
　　　　　　藤野　将睦（専院３・ビーサイドユー株式会社）

第４部　17：00　　交流会    会場／生協食堂
　　　　　　※同期会、ゼミ会の場としてもご利用ください。
 　     参加費／無料

第１部　12：00　　記念コンサート　　　　

公募出演者の皆様公募出演者の皆様

マンドリンアンサンブル ブラスバンドサークル

混声合唱団 菩提樹

ハワイアンバンド
ワコウ・ブルー・マリーナ
代表　鈴木　利津子

オートハープ演奏
古屋　克己

バンド演奏
レベッ科

代表　八木　裕子

インド舞踊
丸橋広実モヒニアッタム

舞踊団

ピアノ・バイオリン・フルート演奏
M31星団

代表  鳥海　緑

オカリナ・ギター演奏
青木　ひろみ
乙川　利夫

フルート・ピアノ演奏
井ノ上　洋
井ノ上　てい

うたごえサークル
おおぞらOB会
代表  小田中　博志

ギター演奏（フラメンコ）
工藤　進

ピアノ　内山良平（研48） サックス　高橋義孝（学部25）

ボーカル
大越康子（学部27）

ドラム　岡本俊文（客演）

ベース　田野重松（客演）

卒業生記念ステージ卒業生記念ステージ

創立70周年記念
スライドショー上映
創立70周年記念
スライドショー上映

学生出演団体学生出演団体
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　これからの活動
　それぞれの文化祭や年度末の定期演
奏会はもちろん、有志による福祉施設
などへの訪問演奏のボランティアもし
ていきたいと考えています。楽しんで演
奏するので、楽しんで聞いていただきた
いです♪

  これからの活動
　今年度も、22回目と
なる定期演奏会があり
ます。聞いていただけ
る方々に楽しさややす
らぎを感じてもらえる
よう、仲間と共に楽しく
日々の練習に励みたい
と思います。

  これからの活動
　今後は１０月の学祭および70周年記念コンサート、そして
来年４月の定期演奏会に向けて練習を積み重ねていくことに
なります。
　定期演奏会は一年積み上げてきたものを全力で出し切る
大舞台！次回、第52回演奏会は来年の４月８日ですのでぜ
ひ聞きに来てくださいね！
　部員も少なく大変な中ではありますが、その中でも合奏を
楽しみ依頼演奏なども積極的に取り組みたいと考えています。

去年度の定期演奏会後の集合
写真です。

　学内学会前の練習風景です。

　定期演奏会のほか、入学式や卒
業式などの発表の場は多数。ボラン
ティア活動も行っています。

混声合唱団 菩提樹

　定期演奏会や社大祭のほか、福祉施設
などでも演奏。所属当初は、ほとんどの人
が初心者です。

この写真は今年の新入生歓
迎会でのものです。
こうした学内の行事や依頼
演奏など、積極的に活動して
います！

定期演奏会三部の演奏写真で
す。定期演奏会三部はポップ
スステージとして皆さんが
知っているようなJ-POPなど
の有名な曲を演奏します。

昨年度の定期演奏会で撮った写
真です。今年は１年生３人、２年
生１人が新しく入部してくれま
した！学年を超えて穏やか和や
かに、和気あいあいと日々の演奏
を楽しんでいます。

　所沢にある防衛医科大学校
と合同で主に土日に活動して
います。楽器の経験は、未経験
の人・ブランクのある人・長年
続けている人など様々です。興
味が湧いたらTwitterやホーム
ページをご覧ください(^^)

（サークル代表　松久保紗弥）

ぱぱるフェスティバル練習
風景です。ぱぱるフェス
ティバルとは、秋津にある
コヤマドライビングスクー
ルで行われるお祭りです。

（サークル代表　竹内弘樹）

（サークル代表　高見澤朋美）

ブ
ラス

バンドサークル

ブ
ラス

バンドサークル

B r a s s  B a n d  C i r c l e
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学生自治会　自治会長　飯山 由貴
歴史ある大学の学生であることへの感謝の気持ちを込めて

同窓生通信

十
月
二
九
日（
土
）に

私
達
と
清
瀬
で
会
い
ま
し
ょ
う

４年／日下 公佑（実行副委員長）

３年／飯山 由貴（実行委員長）

３年／橋本　梓（実行副委員長）

２年／内本 庸司（会計局長）

７０周年記念イベントポスター／制作　１年　櫻井彩乃

７０周年記念イベントポスター／制作　２年　藪並円佳
外局長　
１年生　遠山沙羅

内局長　
１年生　築山　築

　
学
生
自
治
会
の
現
在
の
活
動
と
し
て
は
、学
生

大
会
の
実
施
、厚
生
棟
の
借
用
管
理
、サ
ー
ク
ル
活

動
への
支
援
及
び
指
導
、社
大
新
聞
の
発
行
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。学
生
大
会
で
は
、自
治
会
常
任
委

員
の
承
認
や
学
生
の
要
望
調
査
を
行
って
い
ま
す
。

毎
年
様
々
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
大
学
側
と
の
意
見
交
換
を
行
って
い
ま
す
。社
大

新
聞
は
昨
年
か
ら
発
行
を
始
め
ま
し
た
。新
設

サ
ー
ク
ル
は
じ
め
各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
紹
介
や
公
演

情
報
、自
治
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
日
本
社
会
事
業
大
学
は
戦
後
か
ら
た
く
さ
ん
の

福
祉
従
事
者
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。少
子
高
齢

化
が
問
題
と
なって
い
る
現
代
、私
た
ち
の
先
輩
方

で
あ
る
社
大
の
卒
業
生
の
多
く
は
、全
国
で
リ
ー

ダ
ー
的
な
役
割
を
担って
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。そ

ん
な
先
輩
方
の
ご
功
績
と
、歴
史
あ
る
こ
の
大
学
の

学
生
で
あ
る
こ
とへの
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
七
〇
周
年
記
念
イ
ベン
ト
は
、社
大
祭

と
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。毎
年
学
生
が一生
懸

命
準
備
に
励
み
、多
く
の
模
擬
店
や
コン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
て
お
り
、学
生
同
士
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地

域
の
方
々
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、社
大
祭
に
合
わ
せ
て
、尊
敬
す
る
卒
業

生
の
方
々
と
協
同
で
貴
重
な
イ
ベン
ト
を
開
催
で

き
る
こ
と
や
、卒
業
生
に
よ
る
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が

開
か
れ
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
当
日
、清
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
足
を
お

運
び
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

７０周年記念イベントの
在校生実行委員メンバーです。

１年／遠山 沙羅（外局長）

１年／長倉 奈津美（外局長補佐）

１年／築山　築（内局長）

１年／本多 砂樹（内局長補佐）

母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

実行委員長 飯山由貴（左から３人目）と副委員長 日下公佑（中央）です。
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JCSW  ネットワークを広げよう

8月23日（日）
長野県支部／地域推進セミナー
（佐久大学）

11月28日（土）
福島県支部
福祉の未来を拓く
支え合い活動実践講演会
（いわき市社会福祉センター）

1月23日（土）
山口県支部／地域福祉推進者基礎研修会
（山口県立大学）

3月26日（土）
同窓会主催／通信教育科修了生の集い
（社大）

4月29日（金）・30日（土）
2016年度オリエンテーション・
フェスティバル
（社大・国立ハンセン病資料館）

5月9日（月）学部第5期同期会（KKRホテル東京）

8月10日（水）
パラリンピック選手 小山氏来校

2月6日（土）
マンドリンアンサンブル50周年記念祝賀会（ホテルローズガーデン新宿）

PHOTO NEWS

　リオのパラリンピック水泳バタフライ
50メートル代表の小山恭輔選手（学
部2010年卒）が来校されました。メダ
ルを持って帰って、報告に来ると宣言！

小山恭輔（おやまきょうすけ）さん
1987年12月26日東京・東久留米市生まれ。
高校から本格的に競技生活をスタート。50ｍバタフライで北京では銀、ロンドン
では銅メダルを獲得。今年のリオ大会で金メダル獲得を目指す。

今回、サーク
ルのロゴを作
成しました。



JCSW  ネットワークを広げよう

  「社大福祉フォーラム２０１６」で同窓会企画実施しました。

　7月31日（日）に総会・母校
創立70周年記念講演会を開
催しました。
　記念講演会では障害者差
別解消法をテーマに、日本アビ
リティーズ協会の伊東弘泰会
長、栃木県障害福祉課國井隆
弘課長からご講演いただきまし
た。伊東会長の「福祉関係者も
意見を実現するために政治に参加すべき」とのお話から、社会福祉もやはり
社会活動の一つであるとの思いを強くしました。
　今回の総会では、母校同窓会顧問でもある石橋俊一会長を県支部顧
問に、母校評議員でもある岩崎俊雄副会長を県支部会長とする案が了承
されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　         菊池浩史

栃木県支部総会・講演会　 山口県支部 
「地域福祉推進関係者基礎研修会」
　　 及び「久しぶり～社大同窓会新年会」

沖縄県支部
総会と初めての現役組研修会

　１月２３日（土）に社大同窓会山口県支部、山口県社会福祉協議会、
山口県立大学社会福祉学部の主催で、「地域福祉推進関係者基礎研
修会～地域支援における地域アセスメントとサービス開発～」を開催し、
会員以外も含めて４７人の参加がありました。
　研修講師には、菱沼学部准教授にお越しいただき、前半の講演では、
介護保険制度改正における生活支援コーディネーターと協議体の役割
について説明された上で、地域アセスメントとサービス開発の意義や留意
点について、全国各地の実践事例を交えながらお話していただきました。
　後半のグループ演習では、社会福祉協議会職員、地域包括支援セン
ター職員、福祉施設職員等が同じテーブルで話合い、熱い議論をかわして
いる様子が伺えました。
　また、同日の夜「久しぶり～社大同窓会新年会」をセントコア山口で開
催し、学部５期から学部５４期までの同窓生が、久しぶりに集まり、原宿世

代、清瀬世代と時代背
景、校舎、恩師は違えど
も、社大同窓生として学
生時代の話や近況報
告等に花を咲かせ、たま
にではなく定期的にやろ
うよと大いに盛り上がり
ました。　     村田拓途

マンドリン５０周年祝賀会
　2月6日(土)、ホテルローズガーデン新宿内
のレストランチャオにて、社大マンドリンアンサ
ンブル50周年記念祝賀会を開催致しました。
当日は、現役生とOBOGによる合同演奏・トリ
ビアクイズをはさみながら、参加者各々思い出
話に花を咲かせました。 　　　　  村田悠治

　2月11日（木）大橋同窓会長をお招きして、初めての同窓会支部現役組
の研修会を企画した。各参加者の職場での担当内容とそこにおける課題
等について報告し参加者と課題解決の策を考える研修方法で、多職種的
研修の機会になりました。今回は13名の参加となりましたが、次回はもっと
呼びかけて幅広い研修会にすることを確認しました。
　夜は退職された先輩方も参加しての同窓会支部総会を開催した。今回
は沖縄の祖国復帰前における沖縄の社会福祉の基盤整備に頑張った先
輩方の社大卒業後の活躍を記録する「日本社会事業大学と沖縄の社会
福祉　会員個人史その2」の発刊に向けた取り組みについての事業計画

を確認することもおこなわれた。参加
者の最高年齢者は89歳の本科４期
生の先輩でした。今回は通信教育科
が今回から参加すると共に専門職大
学院、研究科、大学院卒などの仕事
現役組も参加し、これまでにない温故
知新の機会になりました。
　　　　　　　　        上地武昭

① I・Uターン就職相談会
　卒業後Ｉターン・Ｕターン就職を考え
てる学生を対象に北海道、秋田県、
福島県、茨城県、東京都、長野県、大
阪府支部が参加して「同窓会I・Uター
ン就職相談コーナー」を設置しました。

② 就活北海道フェアー
　北海道には約２００人の同窓
生がいます。北海道の現在の
課題は「なかなか社大生が就
職しない」ということです。そこで
社大生及び関東圏の社会福
祉系学生に、「北海道を知って
もらおう」、「できれば、北海道に
就職してもらおう」と発案し、この
たび第１回開催することとしまし

た。当日（６月２５日午後及び２６日午前）は同窓会北海道支部長以下数人
が社大を訪問し学内学会に溶け込む形で、学生のみなさんと交歓。道内の
社会福祉施設等の求人票や北海道の観光パンフ等も用意しました。

③ 同窓生と一緒に考える！
　「ソーシャルワーカーへの途」～東京・実践の現場から～
　〈同窓会東京支部〉
　準備メンバー、出演者を含めて全
部で３３名の参加者となりました。４つ
の実践報告、とくに日野療護園の３
名からはインタビュー形式のやりとり
を事前に練習までして発表していた
だきました。その後のワールドカフェも、
大山さんの臨機応変なファシリテー
ションのもと５グループに分かれて２
セッションでじっくりと話をすることがで
きました。
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◆2016年度事業計画
①日本社会事業大学が原宿から清瀬に移り28年が過ぎ、同窓生数は
約半数が清瀬年代が占めている状況にある。このような実態を踏ま
えつつ、若い世代の同窓生がより参加しやすい仕組み作りや活動
を検討・実施していく。
②地方大会開催等による支部活動の活性化と支部会、同期会への
母校教員等の派遣によるさらなる支部との連携、就職相談会など
による母校・在学生支援の強化を行う。

◆五味百合子基金事業・創立70周年記念イベント（同窓会事業）の実施
卒業生・在校生が共に参加し、母校創立70周年を祝うとともに、社
大の70周年を振り返り、
社大教育を検証する。
◆その他の議事
熊本地震に対する対
応、在校生からの会費
徴収方法、活動等補助
費交付手続きの簡略
化等についての協議。

開催 ： 2016年6月25日（土）幹 事 会 報 告

◆ 2015年度同窓会基金（元会館建設基金)現在高              
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17,508,891円
◆ 2015年度五味基金　　　　　　　　　　  19,968,894円

科　　目
前年度繰越金
会費収入
入会金収入
利息収入

雑収入・会費振替残
70周年記念事業五味基金繰入

合　　計

2015年度決算額
2,271,358
4,487,200
801,000

306
185,160

0
7,745,024

2016年度予算額
565,041

4,500,000
800,000

500
1,000

2,000,000
7,866,541

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

支出の部
科　　目
会議費

委員会活動費
機関誌等発行費
通信運搬費
支部強化費
支部出張等費
学内学会助成費
卒業記念品費
国際交流推進費

人件費
事務局活動費
事務局業務委託費
システム管理費

ホームページ関係諸費
慶弔費

70周年記念事業費
70周年記念事務費

予備費
合　　計

2016年度予算額
200,000
50,000

3,000,000
50,000
600,000
250,000
100,000
250,000
50,000
600,000
50,000
100,000
150,000
100,000
50,000

2,000,000
100,000
166,541

7,866,541

2015年度決算額
220,097
36,500

4,060,320
47,705
358,451
247,390
100,000
249,090
15,211

1,084,100
29,463
86,400
391,831
150,585
102,840

0
0
0

7,179,983

【収支差引額】
　7,745,024　ー　7,179,983　＝　　565,041　
    （収入決算額）　　　（支出決算額）　　（翌年度繰越額）

2015年度 日本社会事業大学同窓会収支計算書
2016年度 日本社会事業大学同窓会予算

2016年度

　この度の熊本地震により被害を受けられた皆様には、心から
お見舞い申し上げます。
　今般の災害に際し同窓会では、５月２５日同窓会長名で熊本
にお住まいの同窓生の被災状況を把握させていただきましたが、
その結果幸いなことに人的被害はなかったものの家屋被害に
遭われた方が多数おられました。
　同窓会として十分なことはできませんが、小林熊本県支部長
ともご相談しながら対応してまいりたいと思います。
　改めて、皆様の一日も早いご復興をお祈りしております。

平成28年６月25日・同窓会幹事会の日に
日本社会事業大学同窓会

会長　大橋 謙策

熊本地震で被災された皆様へ（お見舞い）

　同窓生各位におかれましては、ますますご健勝の
こととお慶び申し上げます。
　さて、同窓会では本年日本社会事業大学が70周
年を迎えることから、卒業生・在校生が共に参加し
母校70周年を祝うとともに、社大の70周年を振り返り
社大教育を検証するため、在校生と卒業生による
実行委員会を組織し、来る10月29日（土）「日本社会
事業大学創立70周年記念イベント」を開催しますの
で、同窓生の皆様には、ご友人、ご家族をお誘い合
わせのうえ、ぜひご参加ください。
　なお、この数年同窓会の運営に不可欠な会費の
納入が、暫減傾向にあります。会のさらなる発展の
ためにも、ご理解を賜り、会費の納入をいただきたく
お願い申し上げます。
　10月創立70周年記念イベントで、皆様とぜひ再会
できることを楽しみにしております。

役員・事務局一同

同窓会費納入にご協力を

　3月26日（土）、社会福祉法人信和会理
事長栗原信氏（学部30期）からの寄贈によ
る河津桜の植栽をしました。2年前にいただ
いた桜は、今春ピンク色の花をつけました。

70周年記念植栽を行いました

Japan College of Social Work Alumni Association7
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す
べ
て
の
人
が
読
み
書
き
で
き
る

社
会
づ
く
り
と
、

読
書
権
保
障
へ
の
取
り
組
み

　

現
代
社
会
で
は
、
多
く
の
高
齢
者

や
障
害
者
が
、
読
書
や
読
み
書
き
に

困
難
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
を

送
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
不
利
益
が
あ

る
状
態
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年

四
月
一日
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害
者

差
別
解
消
法
」
で
は
、
行
政
機
関
や

民
間
事
業
者
に
対
し
て
、
社
会
的
な

障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
、
合
理
的

（
過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
）
な
配

慮
を
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま

す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
活
字
文
化
普
及
協

会
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
自
立
し
て

生
活
を
送
る
た
め
の
情
報
を
得
る
権

利
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

高
齢
者
や
障
害
者
等
も
含
む
全
て
の

人
が
読
書
・
読
み
書
き
で
き
る
社
会

づ
く
り
を
推
進
す
る
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

▼
厚
生
労
働
省
や
内
閣
府
、
東
京
都

　
等
で
の
活
動
展
開

・
厚
生
労
働
省
で
は
、
大
活
字
図
書

や
D
A
I
S
Y
（
音
訳
）
図
書
等
の

給
付
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と

を
全
国
の
障
害
者
福
祉
担
当
課
に

周
知
し
、名
取
市
（
宮
城
県
）、千
代

田
区
・
江
戸
川
区
（
東
京
都
）、津
市
・

北
杜
町
（
三
重
県
）、
船
橋
市
（
千

葉
県
）、
江
南
市
（
愛
知
県
）、
高

砂
市（
兵
庫
県
）等
に
お
い
て
、
大

活
字
図
書
給
付
制
度
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。※
平
成
二
八
年
七
月
現
在

・
内
閣
府
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
案
内
を
点
字
冊
子
・
音
声
C
D

だ
け
で
な
く
、
大
活
字
版
公
報
誌

を
発
行
し
、
全
国
の
自
治
体
に
配
布

を
行
い
ま
し
た
。

・
東
京
都
の
総
務
局
で
は
、
全
国
の

自
治
体
に
先
駆
け
て
、
平
成
二
八
年

四
月
一日
付
け
で
、
大
活
字
版
の
印

刷
物
を
必
要
に
応
じ
て
つ
く
る
こ
と

を
東
京
都
職
員
に
向
け
て
周
知
し
ま

し
た
。

▼
事
業
展
開
の
拠
点
・
大
活
字
本
専

　

門
店
「
V
i
v
a
神
保
町
」

　
二
〇一三
年
十
一
月
、
本
の
街
・
神

保
町
に
て
、
日
本
初
の
大
活
字
本
専

門
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
本
を

自
由
に
手
に
と
っ
て
読
め
る
大
活
字

本
専
門
の
本
屋
が
あ
る
こ
と
は
読
者

の
信
用
を
得
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

沖
縄
県
の
石
垣
島
か
ら
北
海
道
ま
で
、

高
齢
者
施
設
や
図
書
館
、
個
人
な

ど
を
対
象
に
、
全
国
的
な
普
及
に
つ

な
がって
い
ま
す
。

事
業
展
開
へ
の
思
い

▼
大
活
字
本
の
出
版
展
開

　

こ
れ
ま
で
に
四
五
〇
タ
イ
ト
ル
程

の
大
活
字
本
を
著
者
・
出
版
社
の
許

可
を
得
て
出
版
し
て
き
ま
し
た
。
日

本
で
は
、
年
間
約
七
万
タ
イ
ト
ル
の

新
刊
図
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
中
で
、

弱
視
者
か
ら
読
め
る
大
活
字
本
の
出

版
は
、
当
会
が
年
間
約
二
〇
タ
イ
ト

ル
を
出
版
し
て
い
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
弱
視
者
・
高
齢
者
等
の

読
書
困
難
が
あ
る
方
か
ら
は
、
大
活

字
本
に
な
っ
た
わ
ず
か
な
タ
イ
ト
ル
か

ら
本
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
日
本
で

出
版
さ
れ
た
全
て
の
本
の
中
か
ら
好

き
な
本
を
自
由
に
選
ん
で
読
書
を
し

た
い
と
い
う
強
い
願
い
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
弱
視
者
だ
っ
た
亡
く
な
っ
た

父
の
残
し
た
言
葉
で
「
電
車
の
中
で
、

寝
転
が
って
本
を
読
み
た
い
！
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
読
書
や
読

み
書
き
に
困
難
の
あ
る
人
に
と
っ
て
、

普
通
に
楽
に
自
由
に
読
書
で
き
る
こ

と
が
ど
ん
な
に
心
か
ら
願
って
い
る
こ

と
な
の
か
を
念
頭
に
置
き
、
読
書
や

読
み
書
き
の
困
難
が
解
消
さ
れ
る
日

が
来
る
と
信
じ
て
日
々
の
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
思
い
出

　

知
的
障
害
者
施
設
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
障
害
児
の
自
宅
に
行
っ

て
の
家
庭
教
師
活
動
等
を
行
い
ま
し

た
が
、
高
校
の
時
か
ら
続
け
て
い
た

ラ
グ
ビ
ー
部
で
の
活
動
で
は
、
同
じ

目
標
に
突
き
進
む
先
輩
や
後
輩
と
の

交
流
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
菅
平

高
原
で
の
夏
合
宿
や
全
国
地
区
対
抗

大
学
大
会
関
東
一
区
三
部
リ
ー
グ
で

優
勝
を
し
た
こ
と
が
大
学
時
代
の
思

い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
部

で
の
ハ
ー
ド
な
練
習
で
培
っ
た
基
礎
体

力
は
今
も
日
々
の
活
動
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
読
書
権
を
保
障
す

る
行
政
施
策
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、

日
本
社
会
事
業
大
学
の
卒
業
生
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
、

今
後
の
活
動
に
と
っ
て
大
変
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　

今
か
ら
二一
年
前
に
大
活
字
本
の

専
門
出
版
社
を
創
業
し
、
半
年
後

に
事
故
で
亡
く
な
っ
た
弱
視
者
で

あ
っ
た
亡
き
父
と
の
生
活
を
振
り
返

る
と
、
当
時
か
ら
社
会
的
障
壁
と

言
え
る
「
読
書
や
読
み
書
き
が
困

難
な
状
況
」
が
あ
っ
た
た
め
に
、
生

活
上
、
就
業
上
、
趣
味
の
分
野
ま
で
、

社
会
生
活
の
全
て
に
お
い
て
、
適
切

な
情
報
を
得
る
た
め
に
、
大
変
な
苦

労
を
し
て
い
た
父
の
姿
が
思
い
起
こ

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
父
の
遺
志
を
つ
い
で
大
活

字
本
の
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る

中
で
、「
読
む
こ
と
・
生
き
る
こ
と
」

と
い
う
亡
き
父
が
遺
し
た
言
葉
を
つ

ね
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
現
代
の
高

度
情
報
化
社
会
に
お
い
て
「
読
む
こ

と
」
が
で
き
て
、
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、「
自
立
し
て
生
き
て
い

く
こ
と
」が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
す
。

読
書
や
読
み
書
き
の
困
難
が
す
べ
て

解
消
さ
れ
る
に
は
、
将
来
的
に
読
書

権
保
障
法
等
の
法
律
の
制
定
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
必
要
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、

誰
も
が
平
等
に
生
き
る
共
生
社
会
の

実
現
に
は
必
要
不
可
欠
で
最
低
限
の

条
件
で
す
。
読
書
や
読
み
書
き
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
社
会
的
な

障
壁
が
除
去
さ
れ
る
こ
と
が
、一人
一

人
が
自
立
し
た
社
会
生
活
を
送
れ
る

真
に
豊
か
な
日
本
社
会
に
な
る
と
信

じ
て
、
日
本
社
会
事
業
大
学
の
関
係

者
や
す
べ
て
の
人
の
協
力
と
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
読
書
権
保
障

の
実
現
に
向
け
て
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

市橋 正光
学部37期
（1997年卒）

プロフィール 
市橋 正光（いちはし まさみつ）
●1973年5月11日生まれ
●1997年3月 日本社会事業大学 
　社会事業学科（当時）卒
●1998年5月 弱視者の父の後を
　ついで、（株）大活字社長に就任
●2010年5月 NPO法人 大活字
　文化普及協会を設立、理事・事務
　局長に就任

ルポルタージュ

読
む
こ
と
、生
き
る
こ
と
、情
報
は
命
！

す
べ
て
の
人
に
読
書
す
る
機
会
を


